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出席された金研情報 ・広報室の小野瀬さんか ら、 応な くつきあってきた ことによります。所長を し
講演記録をIMRニ ュースへ掲載することの依頼 ていますと、よその研究所の 「創立50周年記念式
を受けたので した。しかし、講演速記録にいくら 典」といったもの に出席する機会が多く、そのた
手をいれても、とても読めるものにはな りそうに びにそれぞれの研究所の歴史について耳にしてき
ないと思い、この報告をもとにあらためて書くこ ま した。また、今年は京都大学の創立百周年に当
とを私か ら申し出たので した。あらためて書くの たっていて、京大百年史の中の部局史を書く必要
であれば、「戦後の学術研究体制」という大問題は 上、基研自身についてはかなり詳 しく調べてもあ
ひとまず脇において、私 にとって身近な研究所、 りまず)。したが って、こういう副題つきであれ
とくに共同利用研究所 について考えることができ ば何かお話 しできるだろうと思ったので した。
る、と思ったからでもあ ります。ただ し、考えた 理由の第二は、共同利用研究所というものが、
上で、そこからなん らかの教訓を見いだ し、研究 とくに近年、日本の学術研究体制の中で中核的な
所の将来について論 じよう、というのではありま 役割を占めるようになってきた、と感 じるからで















「卓越 した研究拠点」として、若干の特別な予算措 ルサン(梅 毒の化学治療薬)の 輸入が止まったた












から、これらの研究所がいつ、どのような形で設 が、所員については第5条 に 「帝国大学教授及助
置されたかもわかります。しか し、これでは廃止 教授中ヨリ文部大臣コレヲ補ス」となっているの
されて現存 しない研究所については知ることがで です。つまり、所員は京大の教授 ・助教授に限ら
きません。そこで、その他若干の資料3)を参照 し れていませんでした*。当時の研究所は大学からか
て作成 したのが7ページから9ページの表です。不 なり独立 した地位にあり、今 日の共同利用研究所
完全だとは思いますが、これでも研究所の移りか に近い性格をもっていた、ということができます。




うことです。まさに、「研究所は世につれ、 … 」 となったので した。このあた りの事情は金研も同
です。それは学部でも同じだと思 うのですが、研 じだったと思います。
究所の場合は直接、名称に現われますので、目に この表でつぎに目につ くのは、1941年か ら
見えるのです。1945年 にかけての戦中にきわめで多 くの研究所
明治期に生まれた研究所が伝染病研究所、地震 が設置されていることです。その多くは国策に沿
研究所、史料編纂所であったことは、誰 しも納得 った工学系の研究所で した。そうでないものも、
するところで しょう。大正期にできた研究所は、 東亜経済研究所(東 京商大)、東亜風土病研究所
金研の前身である鉄鋼研究所をは じめ、それぞれ(長 崎医大)、南方自然科学研究所(東 大)等 、戦
に第一次世界大戦後の時代と深く係わっています。 争との関連が色濃く見られます。各大学がこぞっ
化学研究所(京 大)設 置の事情 はつぎのような て時流に乗 り、研究所の設置を要求したので しょ







で、当事者たちは戦争とはまったく無縁なものと 樹博士のノーベル賞受賞(1949年)を 記念 し





術デアルコ トハ今更云ウヲ待タヌコ トデ、特二科 事業を行うことを提案され、学術会議はこれを支





て壊滅 し、2名の所員が亡 くなります。歴史の皮 と原子核研究連絡委員会、とくに後者で熱心に議
肉というにはあまりにも不幸な経緯で した。 論されま した。このとき、新 しい研究所のモデル
として考えられたのは、戦前の理化学研究所、と
3.戦 後、共同利用研の誕生 くに仁科研究室を中心とした素粒子論研究者たち




機の研究が禁止され、航空研究所(東 大)は 理工 一郎博士の 「超多時間理論」(1965年ノーベル賞)
学研究所に、航空医学研究所(名 大)は 環境医学 も生まれていたのです。そうした優れた研究を生
研究所に変わりました。 んできた素粒子論研究者たちの自信が、新しい研
引き続いて、社会科学研究所(東大)、食糧科学 究所をつくろうという意欲を支えていたのだと思
研究所(京 大)、産業労働研究所(九 大)、防災研 います。
究所(京 大)等 が設置されました。これらの研究 もう一つのモデルは、プリンス トンの高等研究
所もまた、戦後の社会、政治状況をよく映 してい 所で した。高等研究所は固有の所員は少数のみで、
ると思います。この間、1949年に国立学校設置1な い し2年滞在する客員所員が大半という研究所
法が公布されて、大学における研究所の地位に大 です。この研究所のことは当時、朝永博士が 「新
きな変化が生じたことは前述の通 りです。 しい型の研究所」として紹介 して します6)。この
1953年、最初の全国共同利用研究所が設置さ 紹介には記念館の設置を検討 していた文部省の担
れま した。基礎物理学研究所(京 大)と 宇宙線観 当者も関心をもったといいます。
測所(東 大)で す。これは研究所の歴史の中で、 京大で記念館の設言寸が検討されていた頃、コロ
ー4一
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した。それは、全国の研究者のものとしての研究 よいで しょう。これに対 し、1957年に設立され




営委員会(学 外委員を含む)を 設け、その答申を ていました。当時は物性研究には加速器のような
学内機関である協議員会にかけて決める、という 大きな設備は必要ありませんでした。しか し、そ
規 則 をつ くるこ とで解決 しま した。東大 で は れでも各大学の研究室が必要な実験設備をもつこ
問題はもっと難 しかったようです。 とはまだ望むべくもないことで した。
戦前、日本には理研のほか阪大、京大にもサイ そこで、せめて立派な総合研究センターを設け
クロ トロンがあり、日本の原子核研究 は米国につ て、そこに研究のピークを作ることによ って、全
ぐレベルにあったといいます。戦後、これ らのサ 体の レベルを引き上げようという考えが生まれた
イクロ トロンは占領軍によ って破壊され、加速器 のです。一方では設備の共同利用も期待されてい
による原子核研究は禁止されま した。このため、 ま したから、2つの期待が時と しては矛盾するこ
多くの研究者は宇宙線の研究にむかいます。宇宙 ともあって、この問題はその後の物性研究所のあ
線は高い山の上で観測 しなければな りません。自 り方に尾を引くことにもなります。
然 に研究者は大学のキャンパスか ら出て、山の」二
に共同の宇宙線観測のための施設をもつようにな4.共 同利用研の発展








総会の議をへて、新研究所設立の政府勧告とな っ 置が大きすぎて1つの大学にはおさまらなくな り、




うがよい、と判断されたので した。その後設立さ ターと結んで、研究情報のネッ トワークを組んで
れた直轄研はすべてが大型装置中心とい うわけで きました。
はありませんが、それぞれの場合に直轄研の方が 研究面では、境界領域の研究の推進をあげるご







用研とな った研究所は金研も含め9研究所 にのぼ 理論物理学の国際会議以来、長く国際交流の中心
ります。こうして、共同利用研究所は研究所の特 となってきま した。いまや共同利用を国内だけに
殊な形態から、一般的な形態の1つにな ったわけ 限るのは無意味になっているといってよいで しょ
です。ただ し、これらの研究所はふつうの付置研 う。高エネルギー物理の分野では、装置の建設か
究所としての長い歴史をもっているわけですから、 ら国際的な協力が必要にな ってきています。もっ





最後に、基研がこれまで共同利用研と して果た 研究員等旅費が国外か らの参加者には支給 しにく
してきた役割をふ りかえって、この一文の しめく い、という問題があります。共同利用研究所の制
くりにしたいと思います。設立の 目的でもあった 度は、もう一度脱皮すべき時期にきているのでは
共同研究の推進についてはくり返 しません。それ ないでしょうか。
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研 究 所 の 変 遷
[研究所名は設置時のもの、太文字は全国共同利用研究所(*は改組によるもの)、カッコ内は主な変遷]
1892伝 染病研究所(1967医 科学研究所、 東大)
地震研 究所(1994共 同利用、 東大)
1895史 誌編纂掛(1929史 料編纂所、 東大)
1918航 空研究所(1946理 工学研究所、1958航 空研究所、 東大、1981宇 宙科学研究所)
1919鉄 鋼研究所(1922金 属材料研究所、1987共 同利用、 東北大)
商業研究所(1949経 済経営研究所、 神大)
1926化 学研究所(京大)
1931温 泉治療学研究所(1972生 体防御医学研究所、 九大)











































腐敗研究所(1973生 物活性研究所、198フ 真核微生物研究センター、 千葉大)
社会科学研究所(東大)
食糧科学研究所(京大)


































































初めは、全く研究の何かもわからず、大学の先 のもとに勤務 し、平成元年以来施設長を拝命 し、
輩の話にすっか り魅了され同 じ研究室に鈴木平教 文部省 はじめ歴代の金研所長、原研大洗研究所、
授(東 京大学名誉教授、元物性研所長、金研運営 施設 ・研究室職員、事務職員、東北大学本部事務
協議会委員長、金研外部評価委員会委員長)を 指 官、金研事務部長はじめ事務関係職員にはひとか
導教官と してこ指導を受けて以来、金属の魅力に たならぬお世話になった。まだ定年まで3ケ 月足
取 りつかれ、人生の三分の二を只、ひたすら材料 らずあるが、施設運営に関しては核融合炉材料拠
開発研究に遙進 して来た。この ことは、よき伝統 点施設構想の実現など大きな問題を残しながらも、
のもとこ指導頂いた鈴木平教授は じめ故幸田成康 曲が りなりにも役 目を果たすことが出来たことは
教授、鈴木進教授、諸住正太郎教授、平林真教授、 上 に挙げた多 くのかたがたの御尽力の賜であ り、
増本健教授外、世界的な多くの先生方、先輩そし 厚く御礼申 しあげる次第である。特に施設設立に
て、大洗施設に勤務 してからは金研の原子力関係 直接かかわって来 られた文部省の大山超先生、大
の諸先生方をは じめ共同利用に来設された外部の 原勇先生には特別のお世話になった。大山超先生
著名な原子力材料関係の諸先生方のこ指導を居な には終始激励の言葉を頂き、「大洗から世の中をひ
が らにして受けることが出来たお陰であ り、研究 っくり返すような大きな仕事を期待する」との年
者冥利に尽きると云っても過言ではない。 賀状を受け取 り、正月返上で仕事に没頭 したのも
しか し決 して平坦な道ではなく、その間、転位 楽 しい思い出である。
論全盛時代 と金研の曲が り角論、大洗施設設立悲 金石刑ま国立大学附置研究所の第一号であり・設
話、故矢島聖使教授グループとして開発に参加 し 立当初から金属の分野で世界をリー ドする研究成












義に加えて実学を基本とする 「ホンダイズム」が わる人々のみな らず、文明社会の全ての人々の心
それぞれの研究者に信念として浸透 している為で を満たすための手段は提供 したが、反面、自然と
ある と思われる。私も本多先生の直弟子である鈴 の対立、征服を目標とし、その結果環境破壊、地
木平教授から 「ホンダイズム」を体で教えて頂き、 球汚染に拍車をかける ことにな り、心の荒廃を招

















のであり、物理冶金学を作り上げ、そ してそれを ると確信 している。 しかし、現在の統計的処理に





ありなが ら、その中に無限の過去と未来の全体 ・ が問われている。
永遠が包含されている。即ちあるのは只 「今」だ1995年11月 に日本の科学技術推進の為の科学










体論であり、本質論に到 っていないといわれてい 満たされることがなく、心の充足はあ り得ない。
る。 従って探求目標は現実を基盤とした 「方向」 とし
生命には根源生命と生物生命があ り、前者は哲 て設定されるべきであ り、生命の尊厳を基盤 とし
学、宗教において、そ して後者は科学において扱 て 「方向」で示された問題の解決に向けて 「今 ・
われてきた。しか し本質は一つであり、そこに科 ここ」に徹する、如何なる困難、苦 しみを伴 って











充足から心の充足に代わ りつつある。科学者自身 く 「ホンダイズム」を基盤として、如何なる困難
が絶えず不満足な飢餓感と苦 しみで無目的に研究 をともなおうとも 「今を大切に」「今 ・ここ」に徹
を行なっていては、その成果は地球破壊と人類の し、日々是れ好日として研究に遙進されることで
破滅に繋がるだけである。 ある。





閃き → 整理(論 理的思考)→ 完成



































陳 瀕 教授(中 国 上海 復旦大学)はCOE(卓 越 した研究拠点)事 業の外国人研究員(客 員教授)と して 『グリ
ー ン関数 法による量子 井戸 に対するAB効 果の理論的研究』のため 、本研究所川添研究室 に平成7年7月1日 か ら
平成8年8月31日 まで滞在 され た。
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灘 酸 爆 垂講
1996年7月14日 ～19日 、 モ ス ク ワ で 開 催 さ れ た 国
際 フ ィ ー ル ド ・エ ミ ッ シ ョ ン 会 議 でE.W.Mueller







研 究 会 報 告 … …"一}　 }　 月聖　 酬}一 ・一
ナノスケール磁性体のスピン相関伝導の物理と応用
代表者 宮崎照宣(東 北大学工学部 教授)
1.は じめ に 会 の まとめ であ った 「研究 の新 奇性 を明 確化 し、
表 記の研究会 が平成8年10月28日(月)、29文 部省 科学研究 費の重点領 域研究 申請への 足がか
日(火)の2日 間 にわた り、本金属 材料研究所講 りと したい」 とする ことを受 けて 、 これ をも くろ
堂(2号 館)に お いて開催 された 。これは昨年度 んで行われた。
同所 で開催さ れた 「巨大磁気 抵抗効 果研究の新展
開」 研究会(代 表者 、新庄輝 也、京大 化研)に 引2.研 究会報告(プ ログラム)
き続 き、 この 関連の 研究の重 要性か ら、2年 連続 以下 に示 す ように、23件 の研 究成果が報 告さ
して 同分野の 開催 とな った 。また 、昨年度の研究 れた。
10月28日(日)13:30～15:35
















11.「微細加工基板上に作成した人工格子のMR効 果」 。小野輝男、新庄輝也(京 大化研)
12.「微細構造を持つ系の電子輸送;試 料のサイズと内部の非一様性」
。佐藤英行、小林義彦、宮 繁夫、宮崎拓也、青木勇二、山本英文*、中田正文*(都立大、*NEC)





。大谷義近、深道和明、岡本 聡*、北上 修*、島田 寛*(東北大工、零東北大科研)















22.「強磁性 トンネル接合における透過率」O岸 達也、猪俣浩一郎(東芝 ・基礎研)
23.「微小強磁性 トンネル接合のクーロンプロッケー ドと磁気抵抗増大」
。岩淵修一、棚本哲史*(東芝 ・基礎研、*東芝 ・材料デバイス研)
3.研 究報告の 内容、成果 その ターゲ ッ トもそれぞれ非 常 に明確 である。更
1998年 の金属人 工格子 の巨大磁 気抵抗 効果 に、理論 的報告 が全体で5件 あ り、 いずれもが実
の 発見以 降、 これ に関する研 究が内外 に於 いて活 験 と非 常に密接 に進 め られ てお り、近 い将来大 き
発 に行わ れてきた。昨 年度の 本研究会 では 、基礎 な成 果 に結 び つ くと予感 させ られ るもの であ る 。
的 研究で は大 きな進展 があ り、また応 用面の 研究 このよ うに、将来の 研究動 向が非 常 に明確 にな っ
が かな り実 用 に近づ きつつあ る感があ った。 その た点 が本研究会の大 きな成果である。
後 の動 向 と して、実用 的研究 はス ピンバルブ を利
用 した再生用 磁気ヘ ッ ドの研究 が、各企 業 に於 い4.ま とめ に代えて
て水面 下で非 常な勢 いで進み 、 これ に関する講演 本研究会 への 出席者 が昨年度 の80名 か ら120
は 、研究会等 ではあ ま り顔 を 出さな くな った 。こ 名 に増加 し、 しか も2日 間 にわた り活発な討 論が
れ に代わ り、本研究会 では講演 題 目か らも解 るよ 行 われた ことは、本研究 会は大成 功であ った とい
うに、1)ト ンネル 磁気抵抗効 果 に関 するもの10え る。 また 、本研 究会 を開催する に当た り、当初
件(う ち2件 は クー ロンプ ロ ッケイ ド)、2)磁性 考 えていた文部省 科学研究 費の重点領 域研究 申請
体 の微細 加 工に 関する もの(う ち1件 はMQT)、 につい ては 、研究 課題 「微小 領域 の磁 性 と伝導」
3)巨 視的量子 トンネル(MQT)に 関す るもの2(代 表、新庄輝也、京大化研)を 平成9年 度 よ りス
件、4)そ の他6件 と トンネル と微細加工 に関する ター トできる運 びとな ってお り、その 目的 は十分
講演が非 常 に増 えてきた 。即ち 、従 来の金 属人工 に達成 され、本研 究会の果 た した役割 、意義 は非
格子の物性 及 び実用 的研究 か ら、次 を意識 した基 常 に大きい。
礎的 研究 が多 くな った こ とが読み とれる 。 また 、
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ヘテロ ・複合系の結晶成長




いて開催 された。従来の結晶成長 は、融液 ・溶 は、多成分 ・非相溶系などに代表される複雑系 ・
液 ・気相のいずれにおいても、均質で単純な系か 不均質な系を 「ヘテロ ・複合系」としてとらえて、
らの単結晶育成が主題であ り、その分野の研究成 そこにおける結晶成長に関する新 しい考え方や研
















10.細菌による菌体内マグネタイ ト超微粒子 脂質膜複合体の形成 松永 是(東京農工大工)
11.高等植物の葉に見られる鐘乳体一細胞内で形成されるアモルファスな炭酸力ルシウム穎粒 岡崎恵視(東京学芸大)
12.酢酸ナ トリウム3水和物濃厚水溶液での結晶成長 大鉢 忠(同志社大工)
13.グラファイトとMgO基板上への分子性薄膜の成長 丸山 稔(大阪市大理)
14,宇宙起源物質と超微粒子 ・薄膜ヘテロ ・複合系の結晶成長 培内千尋(立命館大理工)
3,成 果 均質な系には、従来の均質 ・一様系における概念




にするために、実験面では、蛋白質 ・アミノ酸 ・ あることを示 した。さらに、川喜田は、工業的に
リン酸力ルシウム ・炭酸力ルシウム ・細菌中のマ 重要なアミノ酸の晶析反応 において、リンゴ酸や
グネタイ ト結晶などの生体関連材料の結晶化、高 グリシンなどの残存アミノ酸が、不純物効果によ
分子 ・低分子複合体や薄膜表面における特定の界 り結晶の晶癖を変調する現象を、アスパラギン酸
面 に誘起された結晶核形成、濃厚水溶液における を例にあげて示 した。この残存アミノ酸は、現在
核形成、有機 ・無機物質の微粒子薄膜の形成過程 のアミノ酸生成がバイオ技術を用いて酵素的に行













の解析が行われている磁性細菌中のマグネタイ ト 化の調節は、現在ホッ トな競争の渦中にある、書
の結晶成長について、松永は、バクテリア細胞中 換可能な表示素子の材料開発の基本課題である。
の内胞が結晶成長の反応場であることと、細胞外 筒井は、発色性の表示素子材料化を可能にする鎖





晶質であるが、それを抽出 して水溶液に浸す と、 論じた。高分子中に埋め込まれたマイクロスフィ
たちまち方解石に結晶化する。岡崎はこの現象に ア状の低分子結晶が、融液か らの冷却で、バルク







晶成長のAFM「 その場」観察により、成長界面 関連することを示 した。佐藤は、ファンデルワー
-21一
ルス相互作用を主体 とする鎖状有機分子同士で、 がら、生体における低エネルギー ・高効率の材料
ホス ト分子の蒸着薄膜がゲス ト分子の溶液成長の 創成に触発されて発展 しているバイオクリスタリ
ヘテロ核形成を著 しく誘起すること、さらにその ゼーシ ョンなどは、典型的なヘテロ ・複合系の結
誘起効果は分子鎖長、分子配向、結晶多形に敏感 晶成長である。そこに含まれる結晶成長の新 しい
に依存することを報告 した。大鉢は、蓄熱材とし 研究課題として、クラスター形成,基 板に誘起さ
て利用されている酢酸ナ トリウム3水 和物の電気 れる不均一核生成機構の分子論、有機分子 ・無機






グラファイ トとMgO表 面への重水素化したメタ このように、本研究会は、複雑な系における結
ン分子 の吸 着で は、エ ピタキ シ ャル 的な層 状 晶成長の諸問題を多角的に取り上げたものとして、
(layer-by-layer)成長が、重水素分子の吸着では、 多くの成果が得 られた。 しかしなが ら、発表分野
非エピタキシャル成長も含めた層状成長が観察さ が多岐にわた りすぎて討論が分散 しすぎた面もあ
れた。実験分野の報告の最後として、塙内は、新 る。今後は、例えば不均一核形成機構や、バイオ
しい超微粒子作成法である、微粒子と薄膜を用い クリスタリゼーションなどに焦点を絞 った り、一
たヘテロ界面反応による、金属化合物微粒子の生 方でヘテロ ・複合系 に固有の新しい実験的方法の
成プロセスについて報告 し、膜と微粒子の反応は、 開発、たとえば放射光利用X線 源、中性子線利用、
膜中の原子拡散で制御されることを示 した。この さまざまなマイクロフローブ法、赤外吸収法など















な系からの単結晶育成が主題であった.し か しな 研究会での諜 風景
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連絡教官 東北大 ・金研 本河光博 第一原理バン ド計算が進み、微視的観点から多様
世話人 な物性を統一的に論 じる手がかりが明らかにな っ
岡山理大 ・理学部 望月 和子(代 表)て きた。
愛媛大学 ・工学部 宮谷 和雄 このような状況のもとで、本研究会では、実験、
大阪大学 ・基礎工 白井 正文 理論の両面でそれぞれに進め られている研究の成
室蘭工大 ・工学部 永田 正一 果を共通の場で発表することにより総合的な観点
から理解が進み、また研究上の情報交換が進むご
1,は じめに とを期 した。一講演当た りの時間を比較的長くと
スピネル型の化合物は、二種類の陽イオンサイ り、質問、コメン トにより活発な議論を展開する
トを種々の元素が占めることに由来 して多様な物 ことができた。今後、本研究会を契機として、ス
性を示 し、物性物理学上の重要な問題を提供 して ピネル型化合物の研究の新 しい局面が拓かれるこ
くれる豊かな物質群である。いくつかの実験 グ とを期待 したい。
ループによって詳細 に研究され、興味あるデータ プログラムおよび研究成果は以下のとお りであ
が蓄積 さ れつつ ある 。LiTi,O。、CuRh2S、 る。最後に、参加者のためにお世話をいただいた
CuRh,Se.の超 伝導 、CuCo2S。の反強磁性 、 東北大学金属材料研究所の本河光博教授研究室の









(4)14:00-14:25Li、Mgi.,V204系の金属一絶縁体転移 筑 波大物理 系 小野 田雅重
(5>14:25-14:50スピネル型バナジウム酸化物の構造相転移と物性 東大物性研 上 田 寛
(6)14:50-15:15超伝導ス ピネル化合物CuRh2S4、CuRh2Se,のNMR北 大理 辻成悟 、古川裕次 、熊谷健一
一{木 憩(15:15-15:30)一
一
(7)15:30-15;55Cu1,Rh1.,S,とCuV2S4のNMR徳 島大工 大 野隆、岸本豊
(8)15:55-1620CuV、S4の構造相転 移と熱励起型磁性 のNMRに よる研究 神戸大理 和 田信二




18:30-20:30懇 親会 … 強磁場超 伝導材料研究 センター3階 会議室
118-121A「==-AN友
(12>9:00-9:25CuRh2S,の超 伝導およびCulr、(S1..Se,)4の金属一絶縁体転移
室蘭工大 工 永 田正一 、萩埜貴継、加藤祥昭
(13)9:25-9:50NMRによる銅 ス ピネルCulr2(S1.,Se、)4の金属絶 縁体転移の研 究
北大理 辻成悟 、古川裕次、熊谷健一
(14)9:50-10:10カルコゲナイ ドス ピネル型化合物の磁気特性 東北学 院大工 鹿又武
10;10-10:15コメ ン ト 東北大金研 大橋正義
一 休憩(10;15-10:30)一
一
(15)lO:30-10:55高圧下 におけるCulr,S4の金属一絶縁体転移 熊本大工 巨海玄道 、加 賀山朋子
(16)10:55-11:20Cul「2Se,の電気伝導の圧力効果 科技庁金材技研 古 林孝夫 、唐捷、松本武彦
筑波大理工 小阪孝幸























ているのか、また、longrangeの反強磁性秩序で し、Lotgeringのグル ープはCui+を主張 し合って




BCS理論で良 く説 明され る超伝 導体で ある 。 されて論争にあっさりと決着がついたことは特筆







温度対濃度の相 図に関 して、磁化率、抵抗率 、 た。Li(Mg)V204の金属一絶縁体転移、ZnV,O,の
NMRの実験結果の報告がなされた。Seの置換に 構造相転移と反強磁性転移との関連性について議















CuM2S4(M=Co,Rh,lr)について、理論的な結論 にな った。更に、spin-orbit相互作用を取 り入れ
として、Aサイ トのCu原子はCu1+の非磁性的であ た計算の詳細も報告されるように進歩 した。混晶
ること、Fermi面近傍は、Bサイ トのdε 軌道と 系 の 理 論 的 扱 い は 困 難 が 予 想 さ れ る が 、






とAサイ トが磁気モ ーメン トを持ち易いと報告さ る。
れた。(文 責 室蘭工大 永田正一)
鹿又により、多くのスピネル型化合物の分類と
磁気特性に関 して歴史的な研究の流れに基づ く総
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3,成 果 げるWを 添加 し、酸素発生効率が2A/dm2におい
最初に橋本功二(東 北大金研)に より、彼 らが て99.63%、10A/dm2においても99.40/oとい




で海水電解により製造 したH,をエネルギー消費地 なCO2のメタン化触媒を作 り出す必要があるが、
から回収 したCO2と反応させ、CH4を製造 し、こ 山崎倫昭ら(東北大金研)は アモルファスNi-Zr合
れを液化 しエネルギー消費地へ輸送するとい う形 金を前駆体とする触媒がCO2のメタン化反応に高
での地球規模のCO、リサイクルが実現できるとい 活性である原因について検討 し、ZrO2担持Ni触媒
う壮大な計画であるが、エネルギー収支の検討の では担体であるZrO2の存在形態は単斜晶ZrO2と
結果、遠い中東との間でco2リサイクルを行 う場 なっているのに対 してアモルファス触媒ではNiの
合で も、CH。の価格 は現在のLNGの 価格 よ り 含有量が増加するにつれて正方晶ZrO2の存在比が
10%程度高 くなるだけで、100万キロワッ トの 大きくなる傾向を示すこと、正方晶ZrO2に担持さ
発電所で800/oCO2排出を削減できることが報告さ れたNiが高い活性を示すことを示唆し、さ らに高
れた。クローバルCO2リサイクルにおいては、海 活性な触媒発見の可能性を明 らかに した。また、
水電解によって大量の水素を生成する際に、塩素 高橋武重(鹿 児島大工)は 水素化活性に及ぼすア
を発生せずに酸素のみを発生する対極のアノー ド モルファスRh20Zr80合金の処理条件の影響につい
電極が必要となるが、泉屋宏一ら(東 北大金研)て 検討 し、その結果を通常の含浸法で調製 した□





るとの報告を行った。折笠広典ら(東北大反応研)て 興味深い内容であ った。今後 これ ら問題解決に
はディーゼル排ガス中のNO、とすすの効率的な除 あたって腐食科学の果たすべき役割の重要性を強
去のため、炭素 によるNOのN,への還元を利用す く印象づける講演であった。
る研究を報告 した。 原基ら(秋 田大鉱山)はCO2処理の一方法とし
金属表面に各種の機能性酸化物皮膜を形成する ての電気化学的還元を目的とした研究を行 ってお
研究の一環と して、金野英隆(北 大院工)は モリ リ、今 回はCu電 極を用 いた場合 のHCOOH、
ブデン酸塩の水溶液からカソー ド分極により密着C2H50H生 成に及ぼす水素チャージの影響をXPS
性の良い混合原子価モ リブデンオキシ水酸化物皮 による電極表面の分析や中間生成物の電極表面へ
膜を形成する条件、生成 した皮膜の組成、光学的 の吸着強さにより検討 した結果を報告 した。橘孝
特性および電気的特性を検討 し、放射率がlOμm二 ら(東理大理)は ポリアニリンはp型、Tio2はn
以上の長波長側ではgoo/.以上 となる遠赤外放射特 型半導体であることに着 目 し、ポ リアこ リン/
性を持つこと等の結果を報告 した。水流徹 ら(東Tjo2ve合 膜を電解重合により作製 し、その光電極
工大工)は 、有機物溶融塩からの電析法により機 特性を検討し報告 した。




















等々多くの応用が考えられる。しか し、この方法 プラン ト材料の課題の一つは熱回収ボイラー環境
の実用化にあたって、汚染水を高温高圧の超臨界 での伝熱管外面の腐食問題であるが、石炭ガス化






囲気圧力の腐食への影響に関する実験結果とその を報告 した。長野博夫(住 金総研)は 過酷環境下
熱力学的考察を行い発表 した。また、約1200Kで 合金に生成する不働態皮膜構造と耐食性 につい
以上の高温では極めて高い耐酸化性を示すけい化 て、熱力学的にCr,O,が安定に存在 し得ないよう
モ リブデンは770K程度の低温度域では比較的激 な過酷な環境下でもステンレス鋼が高耐食性を発
しい酸化(加 速酸化)が 起 こることが知 られてい 揮する条件と して不働態皮膜のバイポーラ性、コ
るが、黒川一哉(北 大院工)ら は加速酸化に最も ンポジ ット酸化物皮膜、多層膜、高純度皮膜など
強 く影響する因子はポロシティであり、組成や酸 の観点から議論を行い報告 した。最後に瀬尾眞浩
化温度の影響は比較小さいことなどを明かにし、(北 大院工)は 鉄金属/水 溶液界面の電荷および電
熱力学的考察とともに報告 した。 位分布について、零電荷電位、鉄不働態皮膜のフ
材料の耐食性はしば しばそれ自身の性質ではな ラッ トバン ド電位、不働態皮膜上の電解質アニオ
く、環境との相互作用によって表面 に生 じる皮膜 ンの置換吸着などを半導体理論的立場から考察を
の性質によって大きく左右されることが知 られて 行い報告 した。
いるが、金属表面に生成する初期皮膜を明らかに 最後のパネルディスカッションでは特にバネ リ
するにはその場測定が望ましい。佐々木健 ら(北 ス トから本研究会の意義と今後の継続の要望など
大院工)は 高感度反射吸収赤外分光法および水晶 が述べ られた。
振動子微量天秤法の同時使用により金属表面 に生
成する初期皮膜の解析を試み、その結果と問題点4,ま とめ




させたZrO2薄膜の成長過程を明 らかにした。さら に関する討議が目的であったが、二 日間にわた り






ま た 水 素 拡 散 率 と 拡 散 係 数 は 酸 化 層 中 の 力が今後ますます必要 にな ってくると考えられ、
[Cr]/([Cr]+[Fe])比が大きくなると共 に減少する その意味で、本研究会の果たした役割は大きいと
ことを見いだ し報告 した。大塚俊明(名 工大)は 思われる。今後もこの種の研究会を継続 して開催
硫酸溶液中でのチタンのアノー ド酸化物皮膜の性 すべきことを強調して、まとめとする。
質が生成速度によって変化することをエ リプソメ(文 責:東 北大金研 浅見勝彦)




代表者 平井 敏雄(本 研究所 教授)
1.はじめに ネルギーを調べた報告は未だに無い。しか しなが
放電プラズマ焼結装置の電気的な原理は放電力口 ら、焼結のメ力ニズムは不明であるにもかかわら
工機に基づいてお り、パルス状の直流を黒鉛型に ず、結果的には優れた焼結体が得 られることから、
流すために粉体粒子の周辺に放電プラズマが発生 最近では本装置は企業を中心に生産ラインに採用
し、粉体表面の不純物を除き焼結を促進 して純度 されるようにな り、また、都道府県の工業技術セ
の高い多結晶焼結体が合成できるとされている。 ンターはこの装置を導入 し、製造業の支援と新 し
本所では、1992年に本装置を設置 し、金属、セ い産業の育成を目指 している。このような状況に
ラミックスの焼結のみな らず、有機関係の材料合 おいて、プラズマの発生と焼結に対する効果を明





















15:00～15:30「放電焼結加工の新たな展開 一 インテリジェント焼結による先端材料設計を目指して 一 」
木村 博(防衛大学校機械工学教室)
15;30～15150「SPSによる多孔体の作製」 石崎幸三(長 岡技術科学大学機械系)


























15:45～15:50閉 会挨拶 平井敏雄(東 北大学金属材料研究所)
3.成果 の 一つであ る住友 石炭鉱 業の鴇 田で、放 電プ ラズ
本 ワークシ ョップの プログ ラムの構成 は、始 め マ焼結のメ 力ニズム とこの方法の 応用 につ いて詳
に放電 プラズ マ焼 結の機構 に関す るもの を中心 と しく述べた。さ らにAl棒(3-5mmφ)を黒鉛型 に詰
し、その 後に各論 的な材料 合成 について議論 で き め 、型 に窓 をつ けて焼結 中の 内部 を観 察 し、Al棒
るように した 。 の 間で 目に見え る放電 プラズマの発 生を確認 して






柳沢(代 理 ・松木)は 、平成6～7年の2年間に 石崎は多孔体が産業界 において砥石等の例が示
実施された広島県の 「焼結プロセス制御による高 すように重要な材料であることを述べ、放電プラ
機能新素材の開発」プロジェク トの14の テーマ ズマ焼結法で砥石を作製 して性能を評価 し、市販
の中から興味ある成果を報告 した。連続的なパル のガラスで固めたものに比べ研削速度は約2倍 と
ス通電の効果が大きいことを明らかに し、さらに なり、生産コス トの高いHIP法で作製 したものと
焼結速度の測定を行い、その方法を確立 している。 同様な結果 となることを報告 した。この焼結法で




するため、MoS,の添加を行 っている。MoS,は高 接触あるいは添加する従来か ら知られている方法
温で昇華するため通常は焼結困難であるが、この と、放電プラズマ焼結法で作製 した粒子分散型合
焼結法では短時間焼結のため超硬合金と一緒に焼 金とを比較検討するため、定電位電解法によりこ
結が可能であ り、優れた自己潤滑性を有する材料 の合成 した合金の腐食特性を調べている。この焼
が得られている。 結法では従来法に比べ短時間で均一性の高い試料
鷲見は焼結中の黒鉛型表面と内部の粉体試料の を合成 でき 、アー ク溶 解法 で得 られ た試 料の
温度を測定 し、SUS304と黒鉛粉では低温から1/10程 度の添加量で同等の耐食改善効果のある
1000℃まで試料の方が表面よ り温度が高 く、 合金が作製できることを明らかにしている。
Al,03粉では低温では表面と試料 との温度が等 し 劉は炭素の少ないSi-c系材料を合成する目的
く1000℃近くになると試料の温度が高くなると で、モノアルキル トリクロロシランからポ リモノ
報告 している。高温でAl20,に電気伝導性がでる アルキルシランを合成したが、溶融ぜずまた有機
ために、Al,O,の方で温度が高 くなると推定 して 溶媒にもほとんど溶けず原料として使 うことがで
いる。 きなかった。 しか し、このポリマーを放電プラズ
ー ノ瀬は高温で熱電能の大きいFeSi,を放電プ マ焼結機で短時間処理すると、有機溶媒に可溶な
ラズマ焼結 し、その特性を測定 した。この系は資 ポリマーとすることができた。NMRその他でポリ
源的に豊富で耐酸化性に優れているため注目され マーの構造を調べ、側鎖アルキル基が主鎖になる
ている材料である。SiとFeの比で性能が変化 し、 構造変化が起こっていることを明らかにしている。
この焼結法で合成 したものでは少 しSiが多い側で 三宅(代 理 ・釜井)は 黒鉛型にAl20,粉を詰め、
熱電能が最大になる。MnとCoを添加 しp型とn型 中心の試料部分に熱電対 と電流測定用の白金電極
とを強めた場合でも同様である。他の方法で焼結 とを挿入 し、加圧 しながら温度を上げ、焼結の進
したものより性能は少 し良くなっている。 行に伴 う通電特性の温度変化を調べた。そ して
木村は放電プラズマ焼結の方法論について述べ、1000℃ 近傍で焼結が始まると同時に、急激に電
焼結の自由度から、放電プラズマ焼結はインテ リ 流が流れるようになると報告 している。この結果
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は鷲見の1000℃近傍でAl20,に電気が流れるよ なく、酸化増量も少ないことを明らかにした。
うになるとの予想を裏付けるものである。 村山はAI203を用いホッ トプ レス法と放電プラ
シェリフ エルーエスカンダラニィはメ力二力 ズマ焼結法の両方で焼結 し、放電プラズマ焼結法
ルアロイング法の還元反応で合成 したWC、 固相 ではホッ トプレス法と同じ遅い昇温速度と急速昇
反応で合成 したTic、固相一気相反応で合成 した 温との比較焼結を行った。遅い昇温速度の放電プ
TiNの微細粉末を用い、放電プラズマ焼結法で微 ラズマ焼結 によってもAl203はホッ トフレス法よ
細組織の焼結体合成 し、この焼結法が微細粉体を り早く緻密化され、この焼結法が緻密化と粒成長
そのまま微細組織の固体にできることを示し、メ の早い焼結法であることを示 した。
力二力ルアロイング 放ー電プラズマ焼結の組合せが 玉 利は放電プラズマ焼結法でSicの焼結 と、
材料合成に有効であることを示 した。ALO,とZrO2の 複合材料の作製を行った。この焼
明石は0.5μmのWC粉にCoを40/o以上添加 し、 結法によるSic緻密体はホッ トプレスに比べ粒径
放電プラズマ焼結法で微細組織の超硬合金を合成 が同じでも強度が35%大きく、かつ破壊靭性も高
し、他の方法で合成 した超硬合金と耐磨耗性を比 い。Al,O,-ZrO,nc合材料では、この焼結法で作製
較 した。そ して、この焼結法で合成 したものが耐 したものの強度は、ホ ッ トプ レス法の1.5倍であ
磨耗性に優れていることを証明した。さらに、耐 り、破壊靭性値も大きいことを示 した。
磨耗性超硬合金と溶接可能な超硬合金との傾斜化 阿佐部はAlとSicの複合材料を放電プラズマ焼
を試みている。 結法で作製 した。まずS℃ の粒径の影響を調べ、
鈴木は放電プラズマ焼結法で、従来合成できな ランダム充填密度の高い粒度分布が焼結 に有利で
かったCo無添加の超硬合金を合成 し、その硬度が あり、Alの粒度は小さい方が複合材料の均一性が
Co添加の超硬合金より5割ほど大きいことを示 し よいことを示 した。
た。粗粒のWCの みから合成 した多孔質超硬合金 大森は、放電プラズマ焼結法の特徴を述べ、市
は保油性、耐食性、耐磨耗性に優れ、ダイスとし 販の装置は放電プラズマのエネルギーが弱 く有機
たものでは3.5～12倍その寿命が長 くなっている 繊維表面のエ ッチングおよびイミ ド樹脂の固化が
ことを報告 した。 促進できる程度であることを示 した。無機、金属
斉藤iはsi3N、に5%のY203とAl20、とを添加 し、 に対 しては電圧を高くして放電プラズマのエネル
放電プラズマ焼結法で大型の直径10cmの円盤を ギーを高くする試みを行 っている。さらにこの焼
作製 し、その均一性を調べて場所によるばらつき 結法を利用 し傾斜機能材料の作製を行 っている。
がほとん どないことを示 した。さらに複雑形状の またこの方法を用いてマルテンサイ ト変態する無
作製例の一つとして真球の作製を試み、焼結密度 機化合物の合成を行っている。
95%では真球になることを示 し、1000/,近い密 高橋は放電プラズマ焼結法により熱電素子であ
















水嶋(代 理 ・吉田)は 単ロール液体急冷法で作 機構の解明に努力 したことは放電プラズマ焼結の
製 したFegOZr,B3とFe86Zr2Nd7B5のアモルファス 今後の展開に有益であり、金属材料研究所共同利
粉体を、放電プラズマ焼結法で焼結 し緻密なアモ 用研究の果た した役割はきわめて大きい。 しか し
ルファス状焼結体を得た。Fe86Zr2Nd7B5を923Kながら、本ワークシ ョップによって放電プラズマ
で熱処理 して20～30nmのナノ結晶組織 にする 焼結機構が明らかにされたとは言えず、未だに不
と良好 な 軟 磁気 特 性 を示 し、FegOZr7B3を 明な点が数多く残されたが、本ワークショップを
1073Kで熱処理 した粒径20～50nmナノ材料は 契機にして参加 した研究者が今後も連携 して研究
優れた硬磁気特性を示すことを報告 した。 および討論を進めていくことが期待される。
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法も多彩になってきている。 号館5階 セミナー室において開催された。 学外




(座長 武蔵工大 自然科学系 物理 鳥山 保)
1.開会挨拶 東北大 金研 山口 泰男
2.NiAs型FeS、Fe7S,化合物における高圧下メスバウアー分光 東北大 理 物理 小林 寿夫
3,異方的なスピンゆらぎとメスバウアー分光 お茶の水女子大 理 物理 田中 翠
4."9mSnメスバウアー分光で見たRKKYスピングラス 静岡理工科大 物質科学 中井 裕
5,メスバウアー分光によるFeRh系合金の磁気相転移の研究 電総研 湯浅 新治
6.Dy化合物の磁性研究へのi6]Dyメスバウアー分光の応用 東北大 金研 小野寺 秀也
(座長 お茶の水女子大 理 物理 田中翠)
7,Moessbauer分光による化合物サイト優先置換の解析 愛媛大理 物理 神森 達雄
8,fccFe-Pt-Ru合金の原子容とスピン状態 東北学院大 工 応物 小野 一之
9.単一共鳴線をもつFeAl合金薄膜の試作 武蔵工大 自然科学系 物理 鳥山 保
10.非平衡Eu-Fe合金の構造、磁性とメスバウアー効果 東北大 金研 今野 豊彦




(座長 阪大 基礎工 物性物理工 那須 三郎)
12.CEMSのための高温用および低温用比例計数管 京大 放射性同位元素総合センター 五十棲 泰人
13.Fe-Pt合金薄膜の転換電子メスバウアー効果 東北学院大 工 応物 井出 洋介
14,57Feおよび119Snメスバウアープローブによる磁性/非磁性金属人工格子中の非磁性層の磁性
京大 化研 細糸 信好
15.イオン注入によってサファイア中に形成された鉄微粒子の磁性 滋賀医大 物理 小林 隆幸
(座長 東北大 金研 小野寺 秀也)
16.(Fe-Ni)g。Zr1。非晶質合金のメスバウアー効果と磁気的均一1生 愛媛大 理 物理 丹下 初夫
17,Langbeinite型結晶のメスバウアースペク トルの熱履歴 東北大 工 応物 疋田 朋幸
18,鉄窒化物の57Feメスバウアー分光 阪大 基礎工 物性物理工 樋野村 徹
19.異方性競合系Fe、Ni,.,Ci,中のFe2+の電子状態 お茶の水女子大 理 物理 玉置 豊美
3.成果 また 、LuFeMgO4では近接Fe-Fe間の相互 作用が
講 演 は多 岐の 固体材 料分野 わた り、メスバ ウア 強いfrustrationを生むがMgは その効果 を抑 える
一 分光 に限 られ ている とはいえ実験手 法も解析 法 ことも明 らかに した。
も多様 で、対象の物 性 と研究手 法の両面 か ら活 発 中井 は、i19Snのスペ ク トル か ら解析 した内部
に討論 がなされ た。 磁場分布 を基 に、Au(Fe)、Au(Mn)、Ag(Mn)は
小 林(寿)は、FeSとFe7S8の高圧下のメスバ ウア 内部磁 場が安定分 布 を示 す典型的 なス ピングラス
ー分光 を行い、圧力誘 起相変 態を明 らか にす る と であ るのに対 し、Au(Cr)とCu(Mn)は2種の 安定
とも に、それぞ れの相の電子状 態 を内部磁場 、ア 分布 が存在す る異な った ス ピングラス相が共存 す
イソマーシフ トから議論 した 。 る合金である ことを報告 した。
田中 は、三角格子上 の磁性 イオ ンの異常な挙動 湯浅 は、CsCl型(B2相)FeRhが冷 間圧 延によ っ
をメスバ ウアー効 果の測定 とその詳細 な解析 を通 て体心正方晶(bct)になる ことに注 目 し、RhをPt、
じて明 らか に した。YFeMnO4では磁気 転移温 度Ir、Pd等 で置換 し、安定なbct相を得 て、その 磁
近 くで広 い内部磁場 分布が観測 され るが低温 では 気相を詳 しく調べた。特 に注目されるのは、B2相
ほ とん ど分布 が見 られ な い事 実 か ら、 磁気 的 な で は400K付 近で反 強磁性か ら強磁性 へ一次転 移
frustratbnが三角格子面 内とそれ に垂直方向に向 が生 じ700Kで 常磁性 とな るもの が、bct相で は
く2種 類のFeモーメ ン トを生 じさせ 、それぞれは 同 じような磁気転 移の他 に反 強磁性か ら常磁性ヘ
モーメ ン ト方向 θの揺 らぎ、電子準位 間の揺 らぎ 直接一次 転移が生 じる組成 がある ことを見出 した
と して磁気的揺 らぎが生 じていることを見出 した。 ことである。
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小野寺は、国内唯一の161Dy核のメスバウアー分 成 し、その一部が非平衡合金として存在 している
光を中性子回折や強磁場磁化測定とともに希土類 ことをメスバウアー分光によって明らかにした。
化合物の磁性研究への応用をDyNic2とDy3Niを取 那須は、近年盛んにな りつつあるシンクロ トロ
リ上げて示 した。そこでは磁気構造、特に磁気モ ン放射光を用いたメスバウアー分光の日本の現状
一メン ト変調構造におけるDyの電子状態を明らか と実験の実際について報告 した。放射光メスバウ
に した うえ、四重極分裂から結晶場の符号と大き アー効果はcoherentな共鳴吸収としてquantum
さを見積もり、Dyモー メン トの方向も決定できるbeatを 観測する手法であるが得られる情報は通常
例を示した。 の分光法と変わ らず、beam径、強度の利点を生
神森は、永久磁石関連物質であるY2Fe1,一,Si.を かす物性研究が多くあることを示唆し、多 くの物
取り上げ、4サ イ トあるFeへのSiの優先置換をメ 性研究者の参加を呼び掛けた。
スバウアー分光で調べる方法を提案 し、中性子回 五十棲は、内部変換電子検出メスバ ウアー分光
折による方法との共用が有効であることを示 した。(CEMS)が 通常は室温で行われることが多いのに

























ラン トスピングラスがFeの電子状態の不均一性に 今回のワー クショップの内容は、国内における
よるものであることを、(Fe,Ni)g。Feloのメスバウ メスバウアー分光による物性研究の状況を良く反
アー分光から示 した。Zrg。Fe,。で見られる内部磁 映したものとなった。基礎磁性、応用磁性、金属
場の2重 分布の うち磁気モーメン トの小さいFeに 物性、人工格子、非晶質合金、強誘電体などの物
よるものはNi濃度の増加とともに少な くな り、そ 性研究にもっとも応用例の多いのは57Fe核による





バウアー分光を行った。Feは2サイ トであるにも の内部変化電子検出法、シンクロ トロン放射光の
かかわらずスペク トルには2組 のdoubletの他に 利用など極端条件下での測定方法の開発とその実
broadな吸収が存在 し、 しかも温度履歴によって 現(講 演2、11、12、15)や、新規メスバウア
それらの割合が大きく複雑に変化することを見出 一核種の測定を通 じての対象物質の拡大(講 演6)
した。精密なX線 回折の結果 と比較 し、それが などの実験手法の進展もまた試み られている。ま
SO4中の0の 配位が空間的に分布 していることと た、現在さまざまな分野で新材料、新素材の開発
の相関を示唆した。 が盛んであるが、その物性評価法と しての安定的










モデルを提案した。そこでは、1軸 異方性のFeと 最後に、当初の予想に反 し、全国か ら多 くの参
面内異方性のFeのほかに中間状態のFeも現れ、 加者が集まり、用意した会場に入り切れず、参加
Ni濃度と温度によってその割合が変化することを された方々にご迷惑をお掛けしたことをお詫び し














議論を行 うことを通 して分野の垣根を越えた相互 目と講師は次の通 りであった。
[特別講演]
*ぺロブスカイ ト型酸化物におけるイオンダイナミクス ー プロ トン ・ダイナミクスを中心として一
(東北大学科学計測研究所所長 石亀 希男 教授)
*知的創作はどのように保護されるか 一 特許権と著作権の比較をとおして 一
(同志社大学法学部 仙元 隆一郎 教授)
*産学連携の今後のあり方(通 商産業省産業技術企画官 福田 秀敬 氏)
[新任教授講演]
*Bi系酸化物超伝導線材の研究開発(新 素材設計開発施設 前田 弘 教授)
[特定テーマ:機 能材料の構造解析と電子状態]
*希土類化合物の磁性一RTC,を中心として(山 口(泰)研 小野寺 秀也 氏)
*元素半導体完全結晶および原子空孔の陽電子消滅2次 元角相関(山 口(貞)研 長谷川雅幸,唐政 氏)
*IPを用いたx線小角散乱測定装置とSi-c系繊維および膜の研究への応用(鈴 木研 神山智明 氏)




*水素処理によるNb3Al基合金の微粉化機構(花 田研 千星 聰 氏他)
*海水電解用アノー ド電着Mn-W酸化物酸素発生極(橋 本研 泉屋 宏一 氏他)
*TheStructures,Energetics,andElectronicPropertiesofSmallUreaClustersfrom
ablnitioCalculation(」ll添 研R.V,Belosludov氏他)
*衝撃圧縮法によるREBa2Cu30,(RE=Y,Eu、La)準安定相の合成(庄 野研 彦坂 秀昭 氏)
40
講演会参加者数の推移を見ると、特別講演:平 判断されるが、プログラムの組み方,特 に特別講
均52名(そのうち所外からの参加者10名)、新任 演の時間帯の割 り振 りや特定テーマの設定の仕方
教授講演50名(所 外3名)、特定テーマ講演:平 など改善すべき点は多々残 っている。また、所外
均25名(所 外2名)で あ り、特別講演や新任教授 への参加呼びかけに関 しては、今回は一部の新聞
講演が盛況であったのに比べて、特定テーマ講演 に講演会開催の案内を掲載 して貰 ったり、またイ
への参加者は少なく、また講演毎の聴衆の入れ替 ンターネッ トの金研ホームページ*に載せたりした
わ りも多か った。これは従来からの慣習が依然 と が、所外からの参加者の数からみて、効果のほど
して解消されていないことの顕われと考えられ、 はあまりはっきりしなかった。より積極的手段と
プログラム構成にさらなる工夫が必要と思われる。 してはNHKや 民放テレビ局などの地方ニュース
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● 教 官 人 事 異 動(1996.9.30-1997.1.1)●
氏 名 年 月日 異動種 別 異動 後の身分
セティヨ プル ワン ト1996.9.30辞 職
坂爪 新一1996.10.1転 出(本 学 極低温科学センター 助教 授)
工藩 診 ポリス'996 ・11・1新規採用 結晶材料化学研究部門 助手
細田 秀樹1996.11.1新 規採用 加工プロセス工 学研 究部門 助手
レベ ッ ト アン ドレイ1996.ll.30辞 職
米永 一郎1997.1.1昇 任 結晶欠 陥物性学研究部門 助教授
● 現 在 滞 在 中 の 外 来 研 究 者 ●
氏 名 ・所 属 ・身 分 招 聰 期 間 受 入 制度 ・身 分 ・ 〈世 話 部 門 〉
大串 秀世1996.10.1一 客員研究部門1種
通産省工 業技術 院電子 技術総合研究所1gg7 .3.31材 料 プロセス評価学部 門 ・併 任教授材 料制
御 研究室室 長 〈八百研究室〉
田中 秀数1996.10,1一 客員研究部 門1種
東京工業大学理学部 助教授1gg7 .3.31材 料設計学部門 ・併任助教授
〈本河研究 室〉
田中 吉秋1996,10.1一 客員研究部門1種
科技庁金材研大型磁場ユニ ッ トリーダーlgg7.3 .31新 素材設計 開発施設 ・併任教授
〈新素材設計開発施設〉
大島 忠平1996.10,1.客 員研究部門II種
早稲田大 学応用 物理学科 教授lgg7.3.31材 料物性学部門 ・客 員教 授
〈櫻井研究室>
RARLINSKI,Krzysztofl996.8.1一 客員研究部門lll種
ポー ラン ドlgg7 ,3.31新 素材設計開発施設 ・客員教授
原子核物理学研究所 教授 〈新素材 設計 開発施設>
MILL,BolisVeniaminovich1996.12,15一客員研究部 門lll種
ロシア1997 .6.14物 質創製学部門 ・客員教授
モス クワ大学物理学科 教授 〈福 田研究室〉
次 の ペ ー ジ へ つ づ く …・………・
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前ページのつづき●現在滞在中の外来研究者(199612現在)●





MohamedMostafalgg7.3.31外 国人研 究員 ・客員教授
エジプ ト アル ・アザール大 学工学部 講師 〈鈴木研 究室>
VlLCA,DomingoHuerta1995.lo.9一 卓越 した研究拠点(COE)事業





勅使河原 誠19955.1一 卓越 した研究拠点(COE)事業
1997.3.31非常勤研究員 ・講師
〈茅野研究室〉
張 波捧1995.5」 一 卓越 した研究拠点(COE)事業
1gg7.3.31非常勤研究員 ・講師
〈橋本研究室〉
小坂 昌史1996.4」 一 卓越 した研究拠点(COE)事業
1gg7.3.31非常勤研究員 ・講師
〈山口(泰)研究室〉
森川 啓志1995.5.1一 卓越 した研究拠点(COE)事業
1gg7,3.31非常勤研究員[・講師
〈八百研究室〉
稲葉 克彦19955.1一 卓越 した研究拠点(COE)事業
1997.3.31非常勤 研究員 ・講師
〈福田研究室〉




英国1gg7.g.30欧 州委員 ・学振ホ.ストドクトラルフェローシップ.共同事業による外 国人特別研究員
〈教授 ・八百 隆文>
TINDALL,Craigl995.6.3一 日本学術振興会
アメ リ力 力 リフォル ニアlgg7.6.2外 国人特別研究員(ア刈 力)




氏 名 ・所 属 ・身 分 招 聴 期 間 受 入 制 度 ・身 分 ・ 〈世 話 部 門>
TOMASINI.Pierre1995.10.8一 日本学術振興会
フランス モ ンペ リエ大 学lgg7.10.6外 国人特別研究員
凝縮物質学科大学 院修了 〈教授 ・八百 隆文>
KURUTZ,E,R.1996.10.7一 日本学術振興会
ドイツ ヴュル ツブル ク大 学物理 研究所lgg7.10.6外 国人特別研究員
研究員 〈教授 ・八百 隆文〉
加藤i秀 実1996.4.1一 日本学術i振興会
東北大学大学 院工学研究科博 士課程 前期2年1ggg.3.31特 別研究員
〈教授 ・井上 明久〉
野村 直 之1996.4.1一 日本学術振興会








大嶋 江利子1994.4.1一 日本学術 振興会
東北大学大学院理学研究科博士課程後期3年1gg7.3.31特 別研究員
〈教授 ・庄野安彦〉
鈴木 栄男1996.4.1一 日本学術 振興会
東北大学大学院工学研究科博士課程後期2年lgg8.3.31特 別研究 員
〈教授 ・深瀬 哲郎〉




東北大 学大学院工学研究科博士課程 前期2年lggg.3.31特 別研究員
〈教授 ・八百 隆文〉
村 岡 祐 治1996.1.1一 日本学術振興会
東 北大 学大学院理学研 究科 博士課程 後期3年lgg8.12.31特 別研究員
修 了 〈教授 ・平賀 覧二〉
濱 本 輝 文19944.1一 日本学術振興会
東北大 学大 学院理学研究科 博士課程後期3年1gg7.3.31特 別研究員
〈教授 ・本河光 博〉
渋谷 栄 一lg96.10.1一 産業教育内地留 学生
福島県立塙工業高等学校 教諭lgg7.3.31新 素材 設計 開発 施設
〈助教授 ・浅見 勝彦〉
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井上 明久(教 授)過 冷液滴急冷法による扁平状非晶質合金粉末の製造とその応用 「996、9.28
花田 修治(教 授)高 強度Nb-A虚属間化合物と溶製技術の開発]996・9・28
第6回 日本金属学会奨励賞
吉見 享祐(助 手)力 学特性部門1996・9・28
相原 智康(助 手)物 性部門 分子動力学シミュレーションによる材料の理論的研究1996・9・28






関口 隆史(助 手)電 子ビーム励起による半導体中の欠陥の研究 一Si中の転位の発光を中心とし1996・11・1
て
島村 清史(助 手)新 しい電子 ・光応用高性能学結晶材料の倉1」製とその単結化に関する研究1996.11・1
将 上奨励 賞
河村 能入(助 手)ア モルファス合金粉末の固化成形に関する研究1996・5・10
粉 体粉末冶金協会研究進歩賞




恋用物理学会放射線分 科会 「放射線賞」(教 育努 力賞)
鈴木 吉光(技 官)パ ツシブモニタによる教育現場の大気中ラ ドン濃度の測定の試行1996・7・1
日本 公析化学会有功 賞
佐藤i多 作(技 官)X線 を用いた評価法の技術修得、応用、改良等の貢献1996・9・20
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● 外 来 者 に よ る講演 会(1996.9-1996.12)●
OverviewoftheresearchactivitiesattheInstituteforTransuraniumElements














ダル ムスタ ッ ト工科大学 固体 物理学科Prof.J.KuebIer山 口(泰)研9/18




マ イクロ結 晶作成 における界面 のダイナ ミ ックス
三菱マテ リアル(株)総 合研究所 次世代研究所室長 宇田 聡 福田研9/20
酸化物単結晶の最近の動向一〕TaO3を中心と して一
(株)東芝 技監 西村 俊夫 福田研9/27
レーザー ・非線形光学結晶の最近の研究動向
大阪大学工学部 教授 佐々木孝友 福田研10/15
新 しい圧電結晶 について一一ラ ンガサイ ト系結晶一一
(株)東 京電波部長 佐藤 充,光 野卓也 福田研10/15
大 口径結晶のデバイス応用 にお ける欠陥制御 一Si,〕TaO3,LiNbO,を典 型例と して一



























結晶学の新 しい展開 一 温度 ・組成 ・圧力を変数と して一
大阪大学理学部教授 山中 高光 福田研11/20
第ll種超伝導体中における磁束 の運動の計算機実験
名古屋工業大学 榎本 美久 小林研11/22
プ リッジマ ン法結晶成長技術動向 について
上海硅酸塩研究所教授 萢 世 馬童 福 田研11/26
化合物半導体の微視的構造評価 と物性









チ ャール ス大学(チ ェコ)数 物理学科理学博士Dr.JiriHoracek川 添研12/17
1ncubationDoseforAnisotropicGrowthofAmorphousAlloysunderHighEnergyHeavyIon
Bombardment
ロシア研究センター クル チャ トフ研 究所 教授AlexanderRyazanov松 井研12/25
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● 商 業 紙 に 掲 載 さ れ た 本 所 関 連 記 事(1996.9-1996.12)●




酸化物結 晶成長における融液 中の3次 元対流現象をスーパー コンピュータ によ り解明 した。
川添良 幸教授 と柿本浩一博士(NEC、 前本所客員教授)=河 北新報(1996.9.27)
共 同研究 によ り、高 強度のニ オブ3ス ズ超電導線材 を開発 し、大 型磁石の小型 ・軽量化の可能性 を生
み出 した 。 渡辺和雄助教授 ら(東 芝 、昭和電線電繧i)=日刊工業新 聞(1996,10.1)
熱電変換 素子の研究が 多方面 で行な われているが 、その中で 、平井 研究室 は材料構造 の制御 による高
効率化の方向 からの研究を進めて いる。
後藤助教授 ら(航 技研、山 口東京 理科大 、電力 中研 、ダイキン工業な ど)
日経産業新聞(1996,10,4)
● 主 な 見 学 者(1996.9-1996.12)●
NHκ仙台放送 局 佐々木 公郎1996 .9,10
中 国北京科技大学冶金系 主任CangDaqiang教 授1996 .9.10
文部省 大臣官房人事課福祉班 係長 小新 敏充1996 .9.18
河北新報社 遠藤i直 子1996.9.26
毎 日新聞社 岩崎 誠]996 .926




JATIS日 鉄技術情報セ ンター 松尾 宗次1996 .10.10
新 日本製鐡株式会社El事業部 杉 田 明男1996 .10,10










人 事 院 東 北 事 務 局 局 長 石 山茂 男
総 務 課 長 西原 憲 一
人 事 官 播 谷 実
人 事 官 付 秘 書1996.1030
中 国 包 頭 鋼 鉄 公 司 包 春 林1996.11.12
中 国 鞍 山 鋼 鉄 学 院 沈 明 鋼1996.11」2
ドイ ツ連 邦 議 会 教 育 科 学 研 究 技 術 委 員 会 訪 日代 表 団
代 表 団 長 キ リス ト教 民 主 同盟Dr.RainerJork他7名1996,11.19
新 日本 製 鉄(株)藤 田 典 之1996.12.10
日本 ア イ ビー エ ム(株)園 田 善 一1996.12.10
● 本 所 発 行 出 版 物 案 内(1996.7-)●
1)研 究所 概 要パ ン フ レ ッ ト 『東 北大 学金 属 材 料 研 究 所1997』 ・一 一 ・一 ・d997年5月 発行予定>
2)広 報 紙 『IMRニュー ス(No.27)』 ・・… 一 ・一 ・・・・…(1997年5月 発行予定)
3)論 文 リス ト
「ListofPapers1)ublishedbytheMembersoflnstituteforMaterialsResearch,
TohokuUniversity1995』
一一...._..・,・ 一 …1996年11月 発 行
4)論 文 集(Sci,Rep,RITU,A)
『Ad・vancedResearchinHi8hField、LaboratoryforSuperconducting・Materials』(Vot.42-2♪
一 ・一 一 ・・一 一 一 ・一 一1996年7月 発 行
『AmorphousMaterialsXVIII』 … 一 一一一一一 ・・・…d997年3月 発行予定)
『ScannningTunneringMicroscopyI』 ・一 ・一 ・・一 一 ・・…(1997年3月 発行予定)
『MaterialsDesignbyComputerSimulationIV-Nロcleation乃eo」rJ!andSimulation-』
・・・・・・・・・・・…(1997年3月 発行 予定)
『lrradiationEffectson1>tZclearMaterials』一 一 ・一 一一・+・・一 一一(1997年3月発行予定)
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最近発表 された論文等 リス ト







































1MRニ ュ ー スNo.26最 近 発 表 され た 論 文 等 リス ト























26-018カ ソ 一ー ド ル ミ ネ ッ セ ン ス に よ る 半 導 体 材 料 の 関 口 隆 史 応 用 物 理65



















































26-033金 属 マ イ ク ロ ク ラ ス タ 一ーの 示 す 特 異 な 磁 性 と 川 添 良 幸 ま て り あ35
そ れ を 活 用 し た3次 元 超 高 密 度 磁 気 記 録 媒 体(1996),840-842




IMRニ ュ ー スNo.26最 近 発 表 さ れ た 論 文 等 リス ト


















































































26-0551Mechani・m・ ・fAlandTit・ni・Hyd・ ・g・liK・jimaY.、1・ 。b・T.,J.M・t・ ・.R・ ・.,11
-54
IMRニ ュー スNo.26最 近 発 表 され た論 文 等 リス ト








26-057ア ー ク 溶 解 法 に よ り 作 製 し たW-B-C系複 合 セ 後 藤 孝 ・ 李 剣 輝1995年 度 傾 斜 機 能 材 料 論
ラ ミ ッ ク ス の 微 細 組 織 と 熱 電 特 性 平 井 敏 雄 文 集,FGM'95,
(1996),149-154
26-058回 転 電 極 法 を 用 い たNb、AI基 合 金 の 作 製 と 組 野 村 直 之 ・ 吉 見 享 祐 粉 体 お よ び 粉 末 冶 金43
織 制 御 花 田 修 治 ・ 田 原 竜 夫(1996),256-261


































































26-077単 原 子 層 積 層 制 御 に よ るL1。型FeAu人 工 規 則 高 梨 弘 毅 ・ 三 谷 誠 司 固 体 物 理31
合 金 の 構 造 と 磁 性 藤 森 啓 安(1996),859-865
56-一
IMRニ ュ ー スNo.26最 近 発 表 され た 論 文 等 リス ト


































26-087ク ラ ス タ ー 集 合 体Fe/Cuグ ラ ニ ュ ラ ー 膜 の 構 隅 山 兼 治 ・ 日 原 岳 彦 ま て り あ35
造 と 磁 性 鈴 木 謙 爾(1996),836-839
26-088ゼ オ ラ イ トの 微 細 構 造 と そ の 空 隙 に 配 列 し た 寺 崎 治 ・ 野 末 泰 夫 ま て り あ35
ク ラ ス タ ー の 構 造 と 物 性 平 賀 賢 二(1996)、876-880
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26-149CO2リ サ イ ク ル 実 証 プ ラ ン ト 橋 本 功 二 ・ 幅 崎 浩 樹 材 料45
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26-169ス ロ ー ス キ ャ ンCCDカ メ ラ に よ る 電 顕 像,大 西 直 之 ・ 平 賀 賢 二 電 子 顕 微 鏡 基 礎 技 術 と 応
電 子 回 折 の 定 量 化 用1996,第7回 電 顕
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26-183第 一 原 理 分 子 動 力 学 法 に よ る マ イ ク ロ ク ラ ス 大 野 か お る ま て り あ35
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